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はじめに
　中国互連網絡信息中心（CNNIC）の報告によれば、
2012年６月には中国でのインターネット利用者は約
５億3,800万人を突破したとされており、中国ネッ
ト社会は大きく変化しています。インターネットを
通じてニュースを検索したり、各種SNSやゲーム
を楽しんだり、その利用方法もさまざまです。その
巨大なネット市場に世界は注目し、日本の自治体も
含め多くの団体・個人がネットを通じて中国に各種
プロモーションを仕掛けるなどの情報発信を行って
います。また情報発信のみならず情報収集のツール
としても、インターネットはその有用性を発揮して
います。今回は、成長を続ける中国のインターネッ
ト事情について説明したいと思います。

中国インターネット利用者数・
利用率を世界と比較
　初めて統計が採取された1998年における中国のイ
ンターネット利用者は210万人となっており、毎年
加速度的なスピードで利用者数が増大し、その後
2011年末には５億1,310万人を数えました（図表１）。
2010年の国勢調査において、日本の総人口は約１億
2,800人であるため、実に日本の総人口の約４倍の
数の人が中国でインターネットを利用していること
になり、その数は世界で第一位を記録しています（図

表２）。第二位はインターネット発祥の地であるアメ
リカであり、その数２億4,520万人となっています。
　しかし、同国別利用者数順位表をインターネット

利用率（利用者÷総人口）で見てみると、中国はい
まだ21位にとどまっており、国際的には発展途上で
あることがわかります。利用者数としては５億人と
いう圧倒的な数を誇っておりながらも、まだかなり
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（図表１）インターネット利用者と普及率

（図表２）2011年インターネット利用者数国別順位
　　　　及びその利用率　　　　　　　　　※上位15か国のみ
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2011 51,310 38.3 35,558 229.6 23,165.5

順位 国名 インターネット
利用者（万人）

利用者／総人口
（％）

1 中国 51,310 38.4
2 米国 24,520 78.3
3 インド 12,100 10.2
4 日本 10,123 80.0
5 ブラジル 8,180 42.2
6 ドイツ 6,736 82.7
7 ロシア 6,147 44.3
8 インドネシア 5,500 22.4
9 英国 5,273 84.1
10 フランス 2,029 77.2
11 ナイジェリア 4,504 26.5
12 メキシコ 4,200 36.5
13 韓国 4,033 82.7
14 イラン 3,650 46.9
15 トルコ 3,646 46.3
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成長の余地があることになります。このことからも、
中国人をターゲットとした国内外の公的機関、民間
企業等において、インターネットを用いた情報の発
信はまだ大きな発展性があり得ると言えるはずで
す。既に多くの日本の自治体においても、各発信手
法を用いて中国人向けにさまざまな情報を提供して
います。特に、中国は日本の自治体事務所が多く存
在する国であり、大半の事務所は中国のSNS等を利
用し、積極的に中国向けの情報発信を行っています。

拡大を続ける
中国EC（電子商取引）市場
　これだけのインターネット利用者数を誇る中国で
は、ネットを利用した電子商取引（通信販売等のイ
ンターネットを介した取引）額も相当なものとなっ
ています。中国の情報産業生産額は、現在では年平
均で26.6％増加し、国内総生産GDPにおける比率も
１％未満から10％程度にまで増加しました。2008年
には中国のインターネット産業規模は6,500億元（約
8.1兆円）となっています。インターネットと実体
経済は絶えず連結しており、産業デザイン・研究開
発の情報化、生産設備のデジタル化、生産プロセス
のスマート化、経営管理のネットワーク化などが急
速に進みました。これにより民間レベルでもイン
ターネットを利用した市場が急速に拡大することと
なり、特に電子商取引においてその傾向は顕著と
なっています（図表３）。同数値は2004年から2011年
にかけ、毎年約２倍前後の伸びを見せており、その
市場拡大のスピードがうかがい知れることと思いま
す。2012年末には１兆元を超える見込みであり、
2012年中に日本を、また2013年にはアメリカの市場

規模を追い抜くだろうと予想されています。最近の
ニュースでは、2020年代に中国はアメリカのGDP
を追い抜いて世界第一位の経済大国になるだろうと
報じられています。その躍進には、こういったイン
ターネット市場の発展が大きく一役を担っているの
ではないでしょうか。

中国で最も多く使用される
ネットソフトは「チャット」
　日本でも今や当たり前のように使われているブロ
グ、チャット、SNS等のソフト。実は中国でもか
なり前からこういったソフトが有効な交流手段とし
て使われていたのです。その中でも、中国では特に
チャットがさまざまな場面で利用されています。日
本人が家に帰ったらまずテレビの電源を入れること
と同じように、中国人は家に帰ればチャットソフト
を開く、という話があるほどです。
　中国で最も利用されているチャットソフトといえ
ば、腾讯QQ（テンセントQQ）というインスタント
メッセンジャーですが、家庭用のみならず、インター
ネットカフェや、職場、公共施設等で使用されてい
るパソコンにも、必ずといっていいほどインストー
ルされています。2010年には同ソフトのアカウント
が約10億あると発表されており、名実ともに中国で
最も有名なチャットソフトとなっています。2011年
の中国ネットユーザーのネット使用目的を見てみて
も、検索エンジンの利用をおさえて、チャット等イ
ンスタントメッセージの利用が最も高い使用率を記
録しました（図表４）。
　もちろん日本でもこういったチャットソフトは数
多く利用されていますが、日本のそれとは、利用方

（図表４）2011年インターネット使用目的（図表３）中国のBtoC/CtoC EC市場規模の推移

目的 ユーザー数
（万人）

使用率
（％）

対前年度
増加率
（％）

インスタントメッセージ・チャット 41,510 80.9 17.7
検索エンジン利用 40,740 79.4 8.8
音楽 38,585 75.2 6.5
ニュース 36,687 71.5 3.9
映像・動画 32,531 63.4 14.6
ゲーム 32,428 63.2 6.6
ブログ 31,864 62.1 8.2
微博（ミニブログ） 24,988 48.7 296.0
電子メール 24,577 47.9 −1.6
ソーシャルネットワーキングサービス 24,424 47.6 3.9

【ウェブサイト】CNNIC中国ネットワーク発展状況統計報告より作成
【書籍】情報通信データブック2012及び【ウェブサイト】易観智庫
を参考に作成
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法が異なっています。中国では、チャットソフトを
プライベートのみならず、ビジネスの場でも利用し
ているということです。日本では取引先との商談や
連絡、アポイントメントの取り付けの場合、よくメー
ルで行われていますが、中国ではチャットソフトも
利用して行われています。
　日本の自治体のみならず、民間企業においても、
業務にチャットを利用しているところはまだ少ない
のではないでしょうか。実際に利用している中国人
に聞いてみると、「リアルタイムでやりとりできる」、
「即効性がある」、といった理由で業務のために利用
している方が多いようです。この点においては、今
後日本でもメールとチャット等を状況に応じて使い
分けるなど、ツール利用のセグメント化が進むので
はないかと考えます。

中国の自治体でも
多数利用されるSNS「微博」
　現在日本では、FacebookやTwitterを公式に開設
して、住民向けの情報発信を行う自治体が増えてい
ます。特にTwitterは即効性のあるツールとして、
利用自治体数は多いものと思われます。その発信内
容は、主に当該自治体のイベント情報、観光PR、
災害時のお知らせ等多岐にわたっていますが、特に
その有用性は2011年の東日本大震災の際、被災地で
の情報共有等においてあらためて確認されたところ
かと思います。
　中国ではネット規制により、Facebook、Twitter
といったSNSを利用することはできませんが、そ
の一方で中国独自のSNSが多数開発、利用されて
います。その中で最も勢いがあるものが、中国版
Twitterと呼ばれる「微博（ウェイボー）※ミニブ
ログの意」です。中国社会科学院の調査によれば、
2012年６月時点で約２億7,400万人がウェイボーを
利用しているとされています。主な機能はTwitter
と同様で、文章と画像の投稿機能、転送・コメント
機能などの他、マーケティングのためのアンケート
機能やつぶやき・フォロワー分析機能等があります。
　ウェイボーはTwitterと違い運営企業ごとに種類
があり、それぞれ機能や強みなどが異なりますが、
現在では次の４つの代表的な企業のウェイボーが利
用されています。

【ウェイボーを運営する主な４つの企業】
・新浪（シンラン）微博
・腾讯（テンセント）QQ微博
・捜狐（ソウフー）微博
・網易（ワンイー）微博
　その内現在最も人気のあるものが、新浪微博と呼
ばれるものです。このウェイボーを使って、一日１億
を超えるつぶやきが行われていると言われています。
　ここ数年、中国においてもウェイボーを利用する
政府機関が増えてきました。新浪微博の統計によれ
ば、2012年６月までに、政府系のウェイボーは５万
件を超えたとのことです。省や市など各レベルの政
府はもちろんですが、公安、衛生、防災など機関毎
にアカウントを開設していることが一つの特徴で
す。地方政府の中でも、各部署がそれぞれのアカウ
ントで情報の発信を行っているため、情報の受け取
り手である市民にとっては、必要な情報だけを収集
しやすいといえます。現在、中国インターネットユー
ザーの約半数がウェイボーを利用している計算にな
りますが、2011年は2010年に比べその利用者数が約
３倍に増えるなど、他のツールと比べてもその増加
率は圧倒的です。この点からも、中国における各ク
ラスの政府が市民に対して、ウェイボーをはじめと
したネットツールを利用し、今後ますます多くの情
報発信を行うものと予想されます。

おわりに
　日本ではインターネット普及率が97%を超えてお
り、その市場は既に成熟しているといえます。しか
し、人口は日本の約10倍、国土は約25倍を誇るここ
中国では、まだまだ市場拡大の余地があるはずです。
この広い大地の上でどのように人と人、人とモノが
つながるか、そこにこそ中国におけるインターネッ
ト発展のさらなる真価が問われることになるのでは
ないでしょうか。今しばらく、その変化の波を見守
りたいと思います。

【参考サイト】
・中国互連網絡信息中心（CNNIC）：http://www.cnnic.net.cn/
・易観智庫：http://www.eguan.jp/

【参考書籍】
・ 株式会社情報通信総合研究所「情報通信アウトルック2012
　スマート化する社会」
・株式会社情報通信総合研究所「情報通信データブック2012」
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